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 雇用政策研究セミナーは、高梨昌信信州大学名誉教授を講師として、７回に亘り実施し終了し

た。 

雇用・労働は暮らしと社会を再生産する営みであり、「商品化」してゆだねられる性格のもの

ではない。現在の「雇用の危機」は、国民不安の最大の要因であり、一刻も早く打開する必要が

ある。そのためには、雇用政策を、単に労働政策の範囲に狭く捉えるのではなく、雇用に関わる

諸政策の複合体として体系的に捉えなおし、長期安定的な雇用システムの再構築がめざされなけ

ればならない。 

こうした問題意識のもと、雇用政策研究セミナーは連合総研の新たな試みとして、労働組合の

政策スタッフを対象に現代日本の雇用政策体系の現状と将来展望、直面する雇用・労働政策の諸

課題について、学習し、討議する場として開催した。参加者は連合本部からの参加も含め 17 名

であった。 

各回のセミナーでは、高梨教授の講義を受けるだけでなく、後半では予めコメンテーターとし

て指名された参加者２名が労働組合の雇用政策を推進する立場からの問題提起を行い、相互討論

の深化が図られた。 

連合総研では、当該の雇用政策研究セミナーの成果を労働組合における雇用政策学習のテキス

トとして編集、出版した。 
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ゼミナール 日本の雇用戦略 

－人口減少下の労働問題－ 


